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Carajás
　 Hamersley

見渡す限り広がる赤褐色の大地 

世界の鉄鉱石の可採埋蔵量は約2,300億トンにのぼると言われ、他の金属に比べて
桁違いに多い。地表から盛り上がっている鉱山や深度100～200メートルの地下を
掘削するだけで鉄鉱石を手に入れることができ、さらに地中に存在する分も含めれば、
鉄は無尽蔵にあると言ってもいいだろう。世界最大級の鉄鉱山であるカラジャス
（ブラジル）やハマスレー（オーストラリア）には、見渡す限り赤褐色の鉄鉱山が広がる。
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れ
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。
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る
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が
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熱
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鉄鉱山をゆく
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荷
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献
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０
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鉱
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友
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、
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ー
タ
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ス
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え
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こ
と
が
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能
に
な
っ
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よ
っ
て
、
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海
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送
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け
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も
国
際
競
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力
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あ
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鉄
鋼
生
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現
し
て
き
た
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ブ
ラ
ジ
ル
か
ら

1
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2
0
0
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マ
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ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら

4
0
0
0
マ
イ
ル
彼
方
に
あ
る
日
本
の
製
鉄
所
に
、

鉄
鉱
石
は
長
い
旅
を
し
て
や
っ
て
く
る
。

◉ カラジャス鉄鉱山と周辺に広がる熱帯雨林

Photo : Dario Zalis / Agência Vale
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ポンタ・ダ・マディラ港
30万～32万トンの世界最大級の鉄鉱石専用船が、
新日鉄住金の製鉄所へ向けて出航する。

カラジャス鉄鉱山
ブラジルは世界有数の資源大国。特に鉄鉱石は埋蔵量で世界第1位、生産量で世界第2位の
規模を誇る。カラジャスは質量共に世界最大の鉄鉱山。

Brazil

ケープ・ランバート港

ハマスレー鉄鉱山
Hamersley

ダンピア港
ロープリバーJV

ケープ・ランバート港

ダンピア港
ロープリバーJV

ポンタ・ダ・マディラ港

カラジャス鉄鉱山
Carajás

カラジャス鉄道

カラジャス鉄道
カラジャスでは、鉄鉱石を鉱山から900㎞近く離
れた積出港のポンタ・ダ・マディラに運ぶため、
1985年に鉄道が敷設された。長距離輸送を効率
的に行うため、機関車4両で330両の貨車を連結。
1編成の全長は3.5㎞にも及ぶ。
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ハマスレー鉄鉱山
西オーストラリアにある大規模鉄鉱山群の総称。南北100㎞、
東西300㎞の堆積盆に数百mの厚さの鉄鉱床が褶曲して広く分
布している。

巨大な鉱山機械
広大な露天掘りの鉱山では、掘削
機、油圧ショベル、ダンプカーなど、
巨大な鉱山機械が稼働している。

Australia

ケープ・ランバート港
新日鉄住金は世界有数の鉱物
資源会社リオ・ティント社
（イギリス・オーストラリア）
と西オーストラリアで共同
運営する鉄鉱石事業ローブ・
リバー ジョイントベンチャー
で、鉄鉱石積出港であるケー
プ・ランバート港の拡張工
事を行い、出荷能力の増強
を図っている。

ケープ・ランバート港

ハマスレー鉄鉱山
Hamersley

ダンピア港
ロープリバーJV

ケープ・ランバート港

ダンピア港
ロープリバーJV

ポンタ・ダ・マディラ港

カラジャス鉄鉱山
Carajás

カラジャス鉄道

西オーストラリアのBrockman4鉄鉱山。
草木の下に赤褐色の大地が広がることが空から
見てもわかる。
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